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１ 事業報告 

（１） 伊勢志摩国立公園エコツーリズムの促進と広報事業 

①伊勢志摩エコツアーの開催 

伊勢志摩国立公園内の 3 市 1 町における園地や歩道等を活用し、自然とふれあいなが

ら森林環境について学ぶエコツアーを開催しました。また、地域で活躍する伊勢志摩国

立公園自然ふれあい推進協議会や島の旅社推進協議会等との共同企画も実施し、エコツ

アーの魅力向上に努めました。 
尚、当エコツアー事業には、「みえ森と緑の県民税」からご支援いただきました。 
 

 内容 実施日 参加人数 
1 二見・御塩浜と御塩殿神社 5月11日   9 

2 菅島灯台や監的哨、しろんご浜 6月 8日   9 

3 磯部・御神田の伊雑宮と“おうむ岩” 7月 6日   9 

4 横山展望台 9月21日   5 

5 潮騒の舞台“神島” 10月12日 13 

6 彦瀧さんから丸山庫蔵寺、白瀧さん 11月16日   5 

7 平家の里から竜ケ峠（共催） 11月30日   16 

8 五ヶ所城址と馬山 12月 7日 16 

9 御座金毘羅山と爪切り不動尊 1月11日 18 

10 神宮徴古館と古市周辺 2月 8日   9 

11 朝熊岳 3月 8日   11 

                         合計120人 

 

 
 
 
 
 

 

 

神島 
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②「Happy Birthday! 伊勢志摩国立公園」イベント 

伊勢志摩国立公園の指定日である 11 月 20 日にあわせ、地域住民が伊勢志摩国立公園

内の地域資源を再認識するためのイベント「Happy Birthday! 伊勢志摩国立公園」を

開催しました。 
・日時：令和 6 年 11月 20 日（水）13：00～15：00 
・場所：鳥羽マリンターミナル 2Ｆ 
・参加者：39 名 

 
〇記念講演 
・演題：伊勢志摩国立公園と海 
・講師：鳥羽市立海の博物館 事務局長 石原真伊さん 

祖父の石原円吉氏（伊勢志摩国立公園協会初代会長）、そして父の義剛氏（海の博物 
館初代館長）から受け継がれる三代にわたる海への想いや、10 万点を超える博物館資

料が語る海文化の歴史と未来へ繋ぐための自然や課題への向き合い方について講演い

ただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇石原円吉賞表彰式 

伊勢志摩国立公園の自然や文化を守り続ける取り組み（地域文化の継承や適正な活動 

の推進、動植物の保全活動など）に携わっている個人や団体をたたえる「第 7 回石原円

吉賞」の表彰式を行いました。 

（受賞者） 
◆「鳥羽ガイドボランティアの会」（鳥羽市） 

平成 11 年に市民有志で設立された鳥羽ガイドボランティアの会。鳥羽 1 丁目のガイ

ドセンターを拠点に、観光協会などと連携し、長年にわたり観光案内や情報発信を行っ

ています。 
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※選考委員コメント（要点）：皇学館大学名誉教授・櫻井治男氏 

発足から24年にわたり、年間6,000人以上の来訪者に地域の魅力を伝えてこられまし

た。活動を支えるメンバーの減少という課題に直面しながらも、地域文化の継承と発展

に大きな役割を果たされています。 

 

◆川村光德氏（鳥羽市） 
多年にわたり教員として指導・育成に尽力し、小・中学校長や鳥羽市教育長を歴任。

退職後は長尾オルガンや賀多神社の能・狂言の保存・復活に尽力し、現在も地域の歴史

文化の継承に取り組んでいます。 

 
 

※選考委員コメント（要点）：皇学館大学名誉教授・櫻井治男氏 
鳥羽長尾オルガン協会の会長としての活躍や、市内の重要な文化財である賀多神社の

能・狂言の保存と活用に尽力されました。また、伝統文化である能・狂言の保存や地域

文化の普及活動を進める中で、文化資源を地域社会に深く根付かせる努力が評価されま

した。 
当日は環境省が永年にわたり自然歩道の維持・管理などに顕著な功績のあった方々を

表彰する「自然歩道関係功労者表彰授与式」も同時に行われ、同国立公園内の近畿自然

歩道の清掃や補修、障害物除去、事故防止に尽力されている鳥羽市の野村史隆氏が表彰

されました。 
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〇クラフト体験教室 

「Happy Birthday！伊勢志摩国立公園」関連イベントとして、一般参加者を募って国

立公園のドングリや流木、貝殻を使った工作・アートの体験イベントを行いました。 

伊勢志摩国立公園自然ふれあい推進協議会が横山ビジターセンターで行っているクラ

フト体験の出張版「海・山の恵みを使ったフォトフレーム作り」を体験していただきま

した。 

「海・山の恵みを使ったフォトフレーム作り」11 月 23日、24 日 

 ・参加者：17 人   ・場所：鳥羽マリンターミナル  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
③伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会 

三重県みどり共生推進課に協力いただき、国立公園の自然を活かした「国立公園アド 
ベンチャートラベル展開事業」の推進に努めました。 
  

④関係機関等との連携・協力 

・伊勢志摩国立公園自然ふれあい推進協議会 
・鳥羽市エコツーリズム推進協議会 
・環境省 伊勢志摩国立公園地域協議会 

 ・第 44 回全国豊かな海づくり大会市民会議 
 
 
（２）鳥羽ビジターセンターの効果的な運営 
①伊勢志摩情報の提供と案内 

来訪者に伊勢志摩国立公園の特色や見どころを紹介するとともに、観光資料の提供と

地域の情報やアクセスなどの案内に努めました。また、インバウンド観光客からの問い

合わせも増えてきていることから、インバウンド向けのパンフレットの充実が必要です。 
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②クラフト体験教室の開催 

夏休みちびっ子クラフト体験教室として、一般参加者（小学生・幼児）を募って国立

公園内で採取したドングリや流木、貝殻を使った工作・アートの体験イベントを行いま

した。 

・7 月 27 日～8 月 18 日の間の土日、8 日間開催 

・参加者 134 名 

 
  
 
 
  
  
  
 
  
 
③カウンター販売の充実 

昭和 30 年代に作成された海女ポスターデザインを活用して、復刻版海女ポスターや

ポストカード、缶バッチなどを販売しました。特にインバウンド観光客からは海女ポス

ターデザインが好評でした。 

      

 
（３）伊勢志摩国立公園の美化清掃活動事業 

①自然環境保全活動（グリーンワーカー事業） 

ボランティア団体の協力のもと、環境省伊勢志摩国立公園管理事務所とも連携し、下

記の地域での清掃活動を行い、自然環境の保全、整備に努めました。 
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・伊勢市――飛滝林道、二見神前海岸、二見浦海岸(賓日館周辺） 

・鳥羽市――鳥羽駅前佐田浜一円、答志地区 

・志摩市――おうむ岩周辺、天の岩戸周辺、御池周辺、渡鹿野島周辺、安乗岬、国府

白浜、阿児の松原、宝門の浜・須場の浜、 

船越前浜、御座金比羅山、布施田ふれあい公園、大矢浜海岸、 

黒崎海岸 

・南伊勢町―相賀浦ニワ浜、中津浜浦海岸、礫浦ニワの浜・台場の浜、宿田 

曽漁港、鵜倉園地（みそねの浜） 

 

〇延べ人員：732 名参加 

〇回収ゴミ：燃性 12.8ｔ カン類 2.4ｔ ガラス容器等 1.5ｔ 合計約 16.7ｔ 

 

 

 

 

（４）伊勢志摩国立公園指定 80周年に向けた取り組み 

①「伊勢志摩国立公園指定 80 周年に向けて 記念講演会」の開催 

2 年後に 80周年を迎えるにあたり、一見知事から地域の事業者に向けた応援メッセ 

ージをいただくなどの記念講演会を開催しました。 
・日時：令和 7 年 4 月 10 日（水）14：00～16：30 
・場所：鳥羽市民体育館サブアリーナ 
・参加者：地域の行政、団体、観光事業者等 
・参加者：350 名 
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第１部では、三重県の一見勝之知事の講演がありました。「美し国」三重の挑戦と題

して、三重県が取り組む観光プロモーションについてのお話や知事の想いについて語っ

ていただきました。第２部では、(株)三井不動産ホテルマネジメントの雀部優社長が講

演を行いました。伊勢志摩国立公園区域内の観光資源のポテンシャルの高さや、インバ

ウンド誘客にフォーカスした海外個人旅行対策の重要性などをお話いただきました。 
第３部では、伊勢市、鳥羽市、志摩市、南伊勢町の市長・町長がパネリストとなった

パネルディスカッションを実施。「伊勢志摩国立公園」における取り組みやそれぞれの

観光資源の強みなどを紹介しました。 
 

 
 

②伊勢志摩国立公園指定 80 周年記念事業についての意見交換会の開催 

記念事業を行うために環境省伊勢志摩国立公園管理事務所、三重県みどり共生推進課、

三重県観光振興課、伊勢市観光振興課、鳥羽市観光商工課、志摩市観光課、南伊勢町観

光商工課、伊勢志摩観光コンベンション機構、伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協

議会の関係者による意見交換会を４回開催し、事業検討や体制作りについての協議を行

いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 


